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Abstract—Using Internet information is effective for learning
about new developments on a certain research field. Everyone can
find research papers what they want with PDF search service of
large search engines and Internet search services of academic
articles such as CiNii, J-Stage, and Google Scholar, however
it relies on one’s search skill. Recently, since there have been
many reports with similar techniques or objectives even though
they belong to different academic societies, the work of survey
that encompasses various academic fields is indispensable. Based
on the background, until now, there have been some reports
for supporting research survey: a system which can extract the
information of persons from Web documents, and a system which
can show researchers related with technical terms. This paper
focuses on academic mailing list sending information including
research meetings for the purpose of managing the latest trend
of research. The work of survey is supported with structured
information including the date of publication while associating
technical terms and personal names.

I. はじめに

研究領域の最新動向を調査する上で，インターネットの

活用は既に一般的なものとなった．先行研究の成果を調査

する際，大手検索エンジンの PDF検索や，CiNii，J-Stage，
Google Scholarといったサービスはもちろんのこと，学会
大会のプログラム，Slide Share，論文 Relationといった論
文検索支援サービスを活用すれば，検索スキルがある限り

自分が求める情報をある程度得ることができる．最近では，

所属学会が異なっていても類似の技術や目的での成果が数

多く報告されているため，学会や分野を横断した検索が不

可欠である．以上の背景を踏まえて，研究領域や論文関係，

著者関係のネットワーク構造構築に向けての取り組みは近

年多数報告されるようになった．また，得られた知見を活

用して，Web文書からの人物情報抽出するシステムや，専
門用語に強く関係する研究者を提示するシステムなどの開

発事例が報告されている．ここに報告年月という時間的要

因を含めて，学術関係情報を構造的に管理する意義は大き

いのではないかと考えられる．研究会発表や全国大会など

のプログラムや研究活動状況を活用すれば，研究会への参

加機会も含めて，より最新の研究活動状況を把握できるよ

うになるのではないかと考えられる．

本稿では，研究の最新動向を把握することを目的として，

研究会情報を配信している学会メーリングリストに着眼し

た．専門用語と人名を関連付けながら，報告年月を含めて

情報を構造化管理することで，最新の研究動向調査を支援

可能な著者データベース構築を目的とする．著者の名前と

技術的専門用語を著者に対して属性値として関連付けるこ

とで，情報の効率的な管理と応用システム開発を目指す．著

者と専門用語関係を明確に定義し，その運用として，著者

名を検索エンジンのクエリとしての活用までを想定してい

る．著者名で PDF検索をすれば，論文を入手することがで
きるためであり，また，著者がWebサイトを公開していれ
ば，公開されている業績情報や研究室活動の情報から，学

術論文や関連する研究，現在に至るまでの成果を順に辿っ

ていくことができる．以上見解に基づき，本稿は，第一段

階として，まず人名と技術用語が含まれるメールの抽出に

取り組んだ．具体的には，人名と研究題目が含まれる研究

会プログラムのメールを抽出するため，人工知能学会等の

メーリングリストのデータに対して，単純ベイズ分類器を

用いてメールの内容に基づく分類を行った．

II. 関連研究

本研究は，関連研究の調査支援を目指したものである．通

常，調査の際には当該研究領域のキーワードか，第一人者

の名前が重要となる．これらのどちらかかあるいは双方を

利用して，論文や資料を入手する．よって，自動的な調査

支援まで進めるためには，研究者と専門用語との関係をま

ず明確に定義する必要がある．例えば，研究者の関係につ

いては，木實らは，所属，共著した論文の有無，論文誌や

書誌の共同編集の有無，同じ会議への論文投稿の有無で評

価されると述べている [1]．専門用語の関係については，同
一Webページ内での用語の共起頻度 [2] や，あるいは学術
論文で与えられる著者キーワード中での共起情報の利用 [3]
などによって通常定義される．

論文検索支援の開発事例としては，高久らは，具体的な

語彙を適切に選択することが難しい状況にあっても，比較

的容易な検索により，様々な関連分野の専門的な論文を発

見することが可能なシステムを開発した [4]．鉢木らは，学
術論文中の専門用語に対して解説等の有用なページへのリ
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図 1. 研究報告資料における単語関係のネットワーク可視化

ンクを提供することで論文の閲覧を支援するシステムを開

発した [5]．Webページのリンク解析アルゴリズムで論文を
ランク付けし，論文閲覧時にその論文に関連する論文を推

薦することで，論文閲覧を支援している．増田らは，入力

された専門用語に関係する分野に詳しい研究者を CiNii か
ら検索して, さらにその人物の関連情報をWebから抽出し，
プロファイルを自動生成するシステムを提案した [6].
専門用語と研究者を対応付けた成果としては，まず，橋

本らの提案した研究者逆引きデータベースシステムがある

[7]. また，森らは，Web上の情報を用いて，研究者の情報
をキーワードとして自動的に抽出する手法を提案した [8]．
小林らは，Webページに含まれる技術的概念の詳細やそれ
らの間の関係を表す手法を示した [9]．

III. 実験及び結果

実験では，人工知能学会メーリングリストを中心とした

約 3000通の電子メールに含まれるテキストデータを利用し
た．本研究では，日本語の電子メールのみを解析の対象とし

た．また，キーワードを多く含む研究会案内や発表プログラ

ムの告知メールを抽出することを第一の課題とした．日本

語文章であるため，まず KAKASI により分かち書きを行っ
た後，単純ベイズ分類器によりメールのカテゴリ分けを試

みた．カテゴリとして，“論文誌案内”，“学会研究会案内”，
“教員・学生募集”，“ツール紹介”，“広告” を用意し，いく
つかのメールを任意選出し学習データとして利用した．分

類の方法は 2種類用意した．一つはカテゴリ分類法であり，
これは各メールに対してどれか一つのカテゴリを設定する

方法である．もう一つはタグ付け法である．これは各カテ

ゴリをタグとして見なした手法であり，各タグが付くか否

かを各メール毎に学習させる方法である．よって，タグ付

け法では，最大 5つのタグが設定されることもある．本稿
では，まずキーワード抽出の可能性を検証する必要がある

と判断し，3000通の中から 300通を任意に抽出し，単純ベ
イズ分類器の精度を実験的に確認した．

実験結果を図 1に示す．実験のとおり，ある一定数の学
習を行うことで，十分な精度で分類ができることがわかっ

た．本稿での正解率は完全一致を表しているため，部分一

致も成果と見なすと，100通の学習で 95%程度の正解率で
あった．なお，両手法のカテゴリ分類一致率は，約 92%～
約 98%であり，大きな相違は確認されなかった．ただ，タ
グ付け法の場合は分類の自由度が高いため，今後はタグ付

け法を基準に研究を進める計画である．

次に，Webスクリプトを開発し，キーワード抽出に向け
ての基盤構築を行った．ここでは，MeCabを用いて，メー
ル文書の形態素解析を試みた．MeCabのデフォルトの辞書
だけでは精度が不十分であるため，IT 用語辞典 e-Wordsと
Wikipediaの項目名を用いて辞書を作成し，また，CiNii API
を利用して，人名辞書を作成した．これら辞書をMeCabに
追加して，メール本文に対して形態素解析を施した．著者名

を取得する方法として，まず，MeCabで形態素解析を行っ
た結果出力される [名詞, 固有名詞, 人名]に注目した．これ
らキーワードを全て取得し，繰り返し処理で取得したキー

ワードを順に処理した．処理内容は以下の通りである．実

験の結果，一般的な姓名を持つ著者名の取得には成功した

が，正常に取得できない場合も確認された．

1) 姓→名の順で出た場合，それを結合して著者名とする
2) 姓→姓→名の順で出た場合，最初の姓を捨て，残りの
姓名を結合して著者名とする

3) 姓→名→名の場合，3番目の名前はを捨て，残りの姓
名を結合して著者名とする

IV. おわりに

本稿では，研究の最新動向を調査する際人名が重要なキー

ワードとなることに着眼し，学会メーリングリストのテキ

ストデータを用いて，専門用語と関連付けながら人名を抽

出することを試みた．とりわけ本稿では，キーワードを多

く含む研究会開催告知や発表プログラムの選別を第一の課

題として取り組んだ．単純ベイズ分類器を用いて，メーリ

ングリストのデータからメールの内容に応じたメールの分

類を試みた結果，高い精度での分類に成功した．次に，IT
用語辞典 e-WordsとWikipediaを用いて専門用語辞書を構
築し，また，CiNii のデータを用いて人名辞書を構築した．
実験により，これら辞書を用いたキーワードの抽出に成功

した．今後は，TermExtractの利用やパターン認識手法の適
用などにより，キーワード抽出の精度を向上させたい．
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